
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名 白川町立白川北小学校 

実  施  期  間 平成２５年１１月１１日（月）～１２月７日（土） 

実  施  概  要 
①小中合同ＰＴＡ資源回収 ②人権集会公開 ③歯科授業公開 
④１・２年生活科あきまつり公開 ⑤学級の学習の取組発表会公開 

実  施  内  容 

学習・取組の分野 
  ☑自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

公開の方法   ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
        ☑地域行事等参加 □その他 

来  校  者  数 
保 護 者 １３０人  

計 ２１５人  
地域関係者 ８５人  

実  施  状  況 

①小中合同ＰＴＡ資源回収 １１月１０日（日） 
  校区の中学校と合同開催で資源回収を行った。各地区から小学校運動場に運びこまれた
資源を中学生・小中学校保護者・職員でトラックやパッカー車に積み込んだ。各地区の回
収や積み込みは、小中学生も手伝いをした。ＰＴＡ会員数が減少しているため、自治会関
係者の協力も多数あった。 

②人権集会公開 １１月１１日（月） 
  前半は人権に関わるＤＶＤを全校で視聴、後半は学級で感想や自分たちの生活を振り返
る話し合いを行った。後半の話し合いの中では、「自分が好き、仲間も好き」をキーワー
ドに、これからの生活の中で取り組む内容を具体的に決め、北小の人権週間の取組へとつ
なげた。２７日（水）に北小人権宣言を行い、各学級の取り組みの成果を交流した。 

③歯科授業公開 １１月１４日（水） 
  ５・６年生の歯科授業(担任と歯科医さんとのＴＴ授業)を学校保健安全委員会
のメンバーの方々(学校薬剤師・保育園長等)と保護者に参観していただいた。噛
む力を調べる実験では、参観者の方々にも実験に加わっていただき、大人と子ど
も、奥歯と前歯、噛む回数による違いを比較した。 

④１・２年生活科あきまつり公開 １１月１４日（木） 
  校区にある保育園の年長・年中組の園児を招待し、生活科のあきまつりを開催した。保
育園と小学校の交流だけでなく、年長児へのアプローチカリキュラムの一つとして、年長
児保護者に小学校を知っていただく機会として設定した。１・２年のステージ発表やゲー
ムのコーナーで園児にも保護者にも楽しんでいただいた。 

⑤学級の学習(生活科・総合的な学習の時間)の取組発表会公開 １２月７日(土) 
  生活科や総合的な学習の時間に取り組んできた内容や成果を『きたっ子発表会』として
公開した。今年度は、学校創立３０周年であるため、体育館で全校での発表会形式とし、
保護者による３０周年記念合唱も行った。白川茶や飛騨川、米づくり、地域の福祉施設訪
問など、「ふるさと白川町」についての発表を、保護者や地域の方に聞いていただいた。 

成果及び課題 

①について 
・地域ぐるみで小中学校の行事に参加してくださる体制がありがたい。（ＰＴＡ地区委員） 
・中学生が担当の役割だけでなく進んで作業を手伝ってくれた。小中学校の地区委員が協力
して今後も実施していきたい。（ＰＴＡ地区委員） 

②について 

・ＤＶＤの内容を基に、自分たちの生活をみつめることができた。学級の温かい人間関係づ
くりをさらに進める機会となった。（学校職員） 

③について 
・歯科授業は、実験にも参加でき、楽しく分かりやすい授業であった。学校歯科医の先生の
協力が継続しており、子どもたちも幸せ。感謝している。（学校保健委員会メンバー） 

④について 

・保小の交流の中でも楽しみにしている行事である。小学校からの招待状が嬉しく、年長児
が小学校を身近に感じることができた。（保育園職員） 

・小学生の出し物やお店が充実していて、楽しむことができた。（保護者） 
・来年度１年生の保護者の参観もあり、小学校を知っていただく機会ができた。（学校職員） 
⑤について 
・発表会に向けて、今までの学習を振り返り、「ふるさと白川町」のよさを再確認すること
ができた。学級がまとまり発表をすることができた。（学校職員） 

・親より子どもたちの方が、白川町のことをよく知っていて驚いた。（保護者） 
・合唱に参加できて良かった。子どもたちの校歌が上手で心に残った。（保護者） 



 


